
第11表　　郵　便　貯　金　現　在　高
本表は大阪地方貯金局の車間に基づいて大阪府管内の分をまとめたものである0ここには通常貯金のはか持眉目貯金

金

金

（注）単位：件，M。 賢　料　　大阪地方貯金局0

込 保

代

（注）単位：千円。 資　料　大阪府中小企業信用保証協会D

第14表　　大阪市信用保証協会信用保証状況
本家の数字には大阪市特別融資の分も含まれている。

保　　証 申　　込 保　証 承　諾

年　　　　度

昭和29年度
3〕
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32

昭和33年度

件　　数1金　　　額 件　　数 金

保証現在高（末）

件　数l金　　　額

81拡　　63広範1　5299　　　316133　　2郡　1436335　　4㌍7　　2825772

書…≡…慧空き5喜≡31喜汁
4957
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10156　　5786135　　6貯2　　　35α）737
10335　　5517341　　7612　　　3541557
12718　　　7363：カ4　　　9579　　　4789（刃2

12800　　8320461　9733　　5420491

（注）単位：件，千円。　　　資　料　大阪市信用保証協会。
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第14章　　建築および住居

（1）　建　　築　　物

建築物一般の着工状況の推移を着工延べ面積について，統計法による指定統計である建築動態統計調査によってな

がめてみると，昭和遡年の着工延べ面積を基準（100）とした場合昭和誼牛乳2，昭和刀年22・2，昭和31年121・5，

昭和32年1駕．0，昭和33年127，4となっており，経済事情に左右されるものであることがよくわかる0すなわち昭和

ヵ，罰両年の着工量は，昭和詔年に比べ急激に減少しているが，これはデフレの影響であり，昭和31年の経済事情は

しり上りの好況を示し，いわゆる神武景気を迎えi着工量も急増している0昭和32年に入ってもその勢いは衰えなか

ったが，外貨危機を契機としてデフレ政策がとられたので，後半ようやくその影響が建築面にも現われ，着工量も減

少したが，前年を上廻る数字を示している。本年はデフレ政策によるナペ直不況が本格化しようとする情勢下に明け

たので，咋年後半に引続き着工状況も低調であったが，秋以降は景気の立直りとともに活発化の様相を示している0

次iこ建築一耕別の着工状況を仁がめてみると，国の着工棟数は篤1棟，延べ面掛は2336∝）m2で昨年に比べ棟数にお

いて約6倍，延べ面積では約10倍となっているのが目立っており，地方公共団体の着工量も増加しているが，個人特

に会社等の法人は経済動向に左右されて昨年に比べ棟数において1茶1棟（18．3％）延べ面積では糾5821m2（弧7

％）減少している。本年の建築主別の着工比率を延べ両線こついて算出してみると国6．4％，府2・0％，市む村8・9％

会社その他の法人側10％，個人42．7％となっており，会社その他の法人は昨年の53．2％より大幅な減少を示してい

る。

建築物については，災筈対策としても，また耐用年数の面からも，鉄筋コンクリート道を採用することの望ましい

ことはいうまでもないが，特に都市における災害の防止と土地の合理的な利閂増進を図るため・昭耶7年には耐火建

築促進法が施行され，都市建築物の不燃化．高層化が図られてきた。

ここで構造別の着工状況をながめてみると年によって多少の変動はあるが，木造は漸次減少の方向をたどり・鉄筋

コンクリート造ほ適に増加する傾向を示している。本年の構造別の着工比率を延べ面掛こついて算出してみると・木

造54．4％，鉄筋コンクリート造封．3％，鉄骨造9．5％，その他1．8％となっており，昨年の比率木造弧1％，鉄筋コ

ンクリート造弧1％と比べてもその間の傾向はうかがわれるが，木造は昨年比棟数2刀7棟（10，2％），延べ面積

遷7732皿2（16，3％）減少し，鉄筋コンクリート道は咋仁比棟数謀8棟（37．7％）延べ面積62㈲m2（5・2％）増加

している。

次に用途別の着工状況をながめてみると，居住専用建築物，居住産業併用建築物は，昭和刀年を例外として，着工

棟数，延べ面積とも毎年着実な伸びを示しており，居住専用建築物は昭和31年には前年比棟数3093扶（33・8％）延

べ面積459517m2（弘．0％）の激増を記録している。なお，産業用建築物は景気の動向によって変動が認められ，昨

年比棟数1742棟（23．2％），延べ面積507632m2（22．9％）減少している。

（2）　住　　　　　宅

住筍こついては，第2次大戦により府下においても罰万戸が失われたといわれ，戦争による痛手は深刻で，戦後10

数年を経過した今日でもなお未解決の問題として大きくクローズアップされている。さらに人口の自然軋社会的増

加，既存住宅の老朽化，災害による滅失等のための新規需要があり，住宅不足に拍車をかけている。一方住宅建設状

｛11●
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沢は，これら新規需要に追われる形で，住宅問題の前途は決して明るいものとはいえなかったので，従来の公営住宅

や敵質住宅等の施策以上に，より強力な住宅施発が要求され，昭和刀年に賃貸住宅や分譲住宅を計画的に大量建設す

る目的のもとに日本住宅公団が発足した。そのころより住宅建設状況は活発化の様相を示し，新規需要を上廻る住宅

が建設され，住宅の前途は明るくなりはじめた。しかしながら現在では住宅不足の解消にはなお十数年の歳月が必堂

だとされている。

最近数年間の新設住宅の建設状況をながめてみると，昭和ま）年目本住宅公団の発足とともに，漸次活発化の様相が

うかがわれる。昭和刀年を基導（1∝）．0）としてみると，戸数においては昭和刀年101．4，昭和31年157，7，昭和32年

158，2，昭和33年179．0，延べ面積では昭和こ0年103．5，昭和31年151．5，昭和32年157．7，昭和33年176．4となってお

り，特こ昭和31年における建設状況は前年比棟数12617枚（55，6％），延べ面纏470469m2（46．3％）増と，まこと

に目ざましいものがある。なお木iHま昨年比棟数において4662枚（13．2％），延べ面積183772m2（u．9％）の増

となっている。

次に住宅の利用関係別建設状況をながめてみると，戦前は住宅総数の約％が貸家であったといわれるが，戦後の社

会，経済事情の激変は貸家の減少，持家の増加を促した。貸家が戦前のように高利潤を産む安定した財産投資ではな

くなったからである。したがって戦後における貸家の建設は公的質金によるものが多くなり，昭和29年を基準（1m0）

として建設戸数についてみると，持家では昭和ま1年117．7，昭和31年133．2，昭和32年1弧1と腫謁な増加を示して

いるが，本年は149．8と昨年比518戸（5．3％）の減少となっている。貸家では昭和3）年9も5％と前年比632戸（5．5

％）の減少となっているが，昭和31年164．8％と前年比8074戸（74．4％）と大幅な増加を示し，昭和32年170．7，本

年は216．5で昨年比5254戸（26．8％）の増加を示している。なお，本年における実績より一戸当りの延べ面積を算

出してみると，持家76・6m2，貸家刀・9m2，給与住宅法．8m2，その他47．0m2となっており，持家に比づ貸家がい

かi・ン」、規模住宅しっ多いかがうかがわれる。

（3）　公　営　住　宅

戦前において，一般庶民の住宅の供給源として大きな比重を占めていた民間の負貸住宅は，戦後の激変せる社会，

経済事情のもとでは，十分その役割を果すことができず，それを補うものとして公営住宅が新しく時代の脚光を浴び

ることになった。最初国庫補助住宅建設事業として発足したが，昭和訪年公営住宅法の施行とともに名実ともに国家

的な重要施策として一貫して実施されてきた。そのはか住宅対策として，住宅金融公庫や日本住宅公団の設置をみた

わけであるが，その恩恵に浴し得るのは中流所得階層以上であり，最近の住宅困窮の実態は漸次低所得階層に集約さ

れてきている。それだけに低所得階層にとっては唯一の住宅供給源である公営住宅が，その住宅問題解決のカギを握

っているわけセあって公営性宅建設の積極的な推進が期待されるわけである。

戦後府下に建設された公営住宅は総数69319戸で，戦後建設された住宅捻数の約17％を占めている。昭和茶年公営

住宅は公営住宅法の施行により，3カ年ごとの長期建設計画に基いて実施されることになっており，昭和27－刀年の

第1期3力年計画では，計画戸数20150戸に対して，16510戸を建設し，達成率81．9％，昭和刀～32年の第2期3

力年計画では計画戸数181∝I戸に対して，16〔£2戸を建設し，達成率92．1％の好成槙を収めている。また本年か

ら始まる第3期コカ年計画では，計画戸数19∝0戸で，本年は5∝刀戸建設された。

次に公営住宅を構造別になかめてみると，不燃構造がはじめて建設された昭和叫二では建設戸数5523戸のうち，

不燃構造は315戸で，5．7％となっているが，その後毎年不燃構造の建設戸数の割合は増加して，昭和2録トは実に

43．15％となり，昭和耳畔は封．3％と減少したが，昭和31年45．6％，昭和32年には遂に53．2％と半数以上が不燃構

造となり，昭和33年にはさらに55．5％と増加の傾向を示している。
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第1表 建　　　　築　　　　主　　　　別

本妻は指定統計の「建築動態統計調査」による蒼工建築物の数字である。本調査は建築基準法第15条の

穣10平方メートル以上の建築（改．増築を含む）である。

区

（注）単位：戸数　戸上延べ面積　平方メートル。

第　2　表

資　料　　大阪府建築部指導課。

構　　　　造　　　　別　　　　月

本表は指定統計の「建築動艶統計調査」による癌工建築物の数字であるb本調査は建築基準法第15条の

方メートル以上の建築（軋　増築を含む）である。

区

（注）単位：棟数　棟，延べ面積　平方メートル。　　　資　料　大阪府建築瓢指導課。

月　　別　　建　　築　　物　（着工）

規定によって，建築主から各階県の知事に対し着工の届出があったものについて行う。調査の対象は延面
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第　3　表 用　　　　途　　　　別　　　　月

本衣は指定統計の「建築蛸燈統計調恵」による着工建築物の数字である。本調査は建築基準法第15条の

10平方メートル以上の建築物の膣築（軋増築を含む）である0
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第　4　表 種　　　類　　　別　　　月　　　別

本妻は指定統計の「踵築動堅抹計調査」によったものである。住宅は家計を共にするものが独立して屠

区　　　　 分
． 総　　　　　　　　　　　　　 数 専　　　　 用　　　　 住　　　　 宅

戸　 数 卜 延 べ 面 積 塁　　　　　 数
戸　 畑 延 べ 面 積 l 宜　　 数

（注）単位：戸数　戸，延べ面毅　平方メートル，畳数二塁。　　　資　料　大阪府建築部指導課。
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別　　　　建　　　　築　　　　物　（着工）

規宝によって建築主から各府県の知事に対し着工の届出があったものについて行う。調査の好象は延面積
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住することが出来るように皮膚された1榛もしくは軟楔の建築物または区声された一都をいう。
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戸　 数 l 延べ面積 J 畳　 数 戸　 数 l 延べ面積 畳　　 数
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印
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9
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6
4
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第　5　表 利　　　用　　　関　　　係　　　別

本表は指定統計の「建築動艶統計調査」によったものである。住宅とは家計を共にするものが独立して

区

（注）単位：戸数　戸，延べ面接　平方メートル，畳数　畳。　　　資　料　大阪府建築部指導課0

第　6　表 工　　　事　　　別　　　月　　　別

本表は指定統計のr建築動態統計調査」によるものである。住宅とは家計を共にするものが盟止して屠

区　　　　 分
ノ　 総　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 数 薪

戸　　　 数 l 延　 べ　 面　 填 畳　　　　　　 数 戸　　　　　 数

年
年
月

刀
刃
3
1
3
2
3
3
1
2
3
1
5
6
7
8
9
m
⊥
1
⊥
2

24463

24511

37497

37　981

43145

3104
3428

2651

3779

3102

4　328

∴：
4187

慧
㌫

3
3
4

1〔彫364
1（：駈粥
1∈遼5：支辺

1661n4

1867的3

124020

145220

1098g7

1519：）1

129557

191217

173349

1788鉱
178126

1E）912
1393〔8

195250

299：妬2

2g9692

449947

454971

5（旧（冶6

34744

∴’l∴1

28259

40鞍〕1

35262

47744

47　203

49032

48854

409〔臼

39（X6

51079

223くX）

22694

35311

35418

40080

2922

3283

24：損

三悪
4CB9

∴J
3859

言、．
4151

（注）単位二戸敷　戸，延べ面硫　平方メートル，畳数　量。　　　資　料　大阪府建築部指導課○

○

｛■●

月　　別　新　設　住　宅（着工）
居住するごとが出来るように段嶋された1轢もしくは数棟の建築物または区面されたその一部をいう。
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11480

10848

18922

19印2
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脚
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1
媚
1
8
1
弼
腫
誹
卸
7
4
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1
2
1
2
⊥
3
1
2
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⊥
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l
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2
2
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認

諾
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Ⅷ
蒜
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礪
慧
　
0
7
。
完

4
4
5
　
　
4
4
2
　
　
4
4
4
　
　
5
5
4

設　　　　住　　　　宅

住することが出乗るように設儀きれた1様もしくは欽機の建築物または区画されたその一部をいう。

そ　　　　　　　　の　　　　　　　　他

延　べ　面　積　F　畳　　　　　数 戸　　　　　数 延　べ　面　鏡　l　畳　　　　数

三組：）357

1015131

1485日：8

1545772
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1〔D O13
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278368

424782

426847
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区

（注）単位：戸，賃貸住宅のみ。　　資　料　大阪府建築部住宅建設課0

第8表　　　公営住宅団地別管理戸数
本表は昭和㍊年度末現在の賃貸住宅に関するもので・売却く払下げ）除却戸数を含まないマなお団地所在地が2以上

の町にまたがるものはその主とする所在地をあげた。

捻　　　　　　　　数　（戸） 昭和33年度間着工

団　地　　別

府
　
毛
高
此

島　　　　　監
千　　鳥　　橋
寺　　　　山

筆　　ヶ　　崎
夕　　陽　　丘
推　　　　　寺

中　　　　　津
塚　　　　　本
野　　　　　里

小　　　　　松
崇　　禅　　寺
南　　　　　方

第
第
第

江
　
　
　
新
江
高

路淡
〝
〝
　
北
三
管
　
下
南
井

□
国
原
　
庄
日
野

団　　地　　所　　在　　地

計l木　造l耐火造
木　　造1耐火造

26715　　　17211　　9504　　1622　　1朋8

大阪市禦区舌端
′′　　此花区春日出町

′′　　島屋町
〝　　伝法町

′′　　東区寺山町

〟　　天王寺区筆ヶ崎町
松ヶ鼻町
推寺町

′′　　大淀区中津南適
′′　　西淀川区野里町

野里東

〝　　東淀川区小松中通
山U町
南方町

国次町
下新庄町

北江口町
三国町
営原町

下新庄町
南江口町
井高野

127

32

552

表、こ

20：）

48
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24
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110
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4∈6
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56

5
1
別
幻
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琵
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⊥
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5
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莞
侶
　
竺
■
　
■
讐
　
二
▼
　
＝
幻
　
空
欄

第8表　　　公営住宅団地別管理戸数（耗）
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捻　■　　　　　数　（戸）

計　l木　　造】耐火造

昭和33年度間着工

木　　造l　耐火造

上
中
梧
　
〃
城
今
　
今
南
北
　
す
放
茨
　
茨
中
帝
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鶴
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福
福
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出
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（江）単位二戸。　　　賀　料　大阪府建築部住宅建設乱大阪市建設局監理乱日本住宅公団大阪支醜
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西
浜
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区
中
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町
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町
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花
堂
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北
船
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〝　甫長尾町
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加守町
吉井町

原
相
暇

額
塚
島
内

髄
長
庄

中〃
豊
〃
〃

駕
1
7
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1
。
琵
適
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5
3
莞
　
■
冨
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繋
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第　8　表

団　地　　別

庄　　内　　西
北

上　　津　　島

野　　　　　畑
蘇　氏　ケ　丘
小　　　　　坂

稲　　　　　田
上　　小　　坂
小　　坂　　酉

池　　　　　田
岸　　　　　部

相　　　　　川

泉　　大　　津
助　　　　　松
助　　較　　東

芥　　　　　川

呈　　提

高　　槻　　南
高　　　　　槻
貝　　　　　塚

寺　　　　　方
庭　　　　　謹
金　　田　　北

大　庭　　北
牧　　　　　野
牧　　野　　東

津　　　　　田
枚　　　　　方
枚　　方　　酉

茨　　　　木
桧　　持　　‾寺
八　　　　　尾

山　　　　　本
菅　　　　　坂
中　　　　　野

志　　　　　紀
泉　　ケ　　丘

豊田覧第警
第　2

寝　　屋　　川
寝　臣　川　北
香　　　　　里

団　地　所　在　地

豊中市庄内町

〝　　上津扇町

′′　　野畑
布施市弥刀源氏ケ丘

小坂

′′　　稲田
〝　　上小坂
′′　　差置町

池田市城南町外
吹田市吉志郡
′′　　相川

泉大津市小松町
助松

高槻市芥川町
′′　　富田町
〝　　荏原

〝　　大字酉天川
／ト曽部

貝塚市王子

守口市北寺方
′′　　八雲旧八番外
′′　　大字金田

〝　大庭北
枚方市坂
′′　　大字宇山

′′　　藤坂
′′　　禁野
′′　　枚方

茨木市奈良八の坪外
〝　　総持寺
八尾市大字植松外

′′　　山本
〝　　背振
〝　　八尾中野

〝　　弓削
泉佐野市鶴原

長滝

観原外
富田林市錦織

菅馴市奈空前
三井

公　　営　　住　　宅　　田　　地

捨　　　　　　数　（戸）

生＿」＿杢＿＿旦」旦空空

40　　　　　　　40

94　　　　　　　94

1〔D l（刀
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28　　　　　　28
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拓
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昭和33年度間着工

木　　造l　耐火造

94

68

66

2α〕

別　　　管　　　理 戸　　　数（蔵）

建賽および優長　　打9

団　　地　　別 団　　地　　所　　在　　地
数　（戸）

計 木　　　造】耐火造

昭和33年度間着工

木　造I　耐火造

菅　．柏　　塚
対　　島　　江
高　　　　　柳

池　　　　　田
長　　　　　野
鴻　　　　　池

天　　　　　美
上　　　　　田

新　　　　　堂

住　　　　　道

水　　　　　野
四　　条　　畷

和　　　　　泉
枚　　　　　落
箕　　　　　面

見　　　　　本
正　　　　　雀
富　　ノ　　木

陶

高
富
忠
　
東
福
尾

●

＿　りl●

石
木　南

岡

之
烏

我
樽
悪
日

器
田
崎
　
井
荘
園

城　　　　　山
藤　　井　　寺
羽　　曳　　野

藤　井　寺　岡
道　　明　　寺
登　　美　　丘

美　　　　　原
古　　川　　桔
四　　　　　宮

四　　富　　商
＿ll一　　　　　　日

大　阪　市　営

堀　　　　　川
都　　島　　中

南

西
高　倉’1－2

寝屋川市三井
太子前
大字高柳

大字池田
河内長野市木戸
河内市鴻池

松原市油木
′′　　上田町
′′　　岡町

大東市灰塚
′′　　水野

北条

和泉市和泉
箕面市牧落
′′　　新稲

三島

ヒ

斧正町
町
町

本
島
石

島
三
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交野町
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〝　　都島区都島中通

〝　　都島南通

〝　　和幸町外

65
取
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2
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⊥
つ
〓
b
つ
】

‥

　

－

花
9
3
誠
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7
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2
3
7
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3
1
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－
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1
3
5
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2
2

7
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雄
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第　8　表 公　　営　　住　　宅　　団　　地

毛馬1－　3
南

下　　福　　島

春日山1－2
中

高　　　　　見

伝　　法　　北
西　　　　　島
秀　　　　　野

朝　　日　　橋
西　　九　　条
市　　　　　岡

八　　幡　　屋
港

幸　　運　　梼

四　　　　　条
池　　　　　島
山　　　　　崎

薪　　池　　田
萄町1－3北
泉　　　　　尾

生

麦

勝
勝
小

クb

望
宮

下　寺　1－2
北　日　東　町
南　日　東　町

戸　　　　　原

馬　　　　　渕
難　波　元　町

西　　難　　波
塩　草　1－2
南　　　　　栄
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刀2　建簾および住居

第　8　表 公　　営　　住　　宅　　団　　地

総　　　　　　　　数　（戸） 昭和33年度間着工

管　　　理　　　戸　　　数（続）

豪華および住居　　283
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刀4　建築および住居

第　8　表 公 営 住　　宅　　団　　地

数　（戸） 昭和33年度間着工
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286駈建築および住居

第g表　　　　市郡別建物数，住戸数，世帯数

本表は昭和3年10月1日現在で全国一斉に実施された住宅統計調査によるものだが，国の発表前に府で集計したもの

であるから将来の確定数とは若干相違することがある。

別

資　料　大阪府建築部住宅建設課（住宅統計調査）こ

第　15　章

物価および家計


